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対象児 月齢 保育者主導 添え方 子ども自身 添え方
A 22 ○ a.全体 ○ b.指先
26 ○ a.全体 ○ b.指先
31 ○ a.全体 − −
B 18 − − ○ c.指全体、挟む
22 ○ a.全体 ○ d.手の平
27 − − ○
手前：親指と人差し指中心
横：全体
図１　食器に手を添える手の形状
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事例：食器に手を添える場面の分析
方法　保育園の１歳クラスの幼児２名の１年間の縦断観察
データ（外山ら,2017）のうち、初回、中間回、最終回を比
較した。対象児の月齢はそれぞれ、Aが22、26、31か月齢、
Bが18、22、27か月齢であった。利き手は２名とも右手で
あったが、Aは左手でスプーンを持つこともあった。分析
は、主食のごはんを食べる場面に限定した。着席状況は、
A、Bどちらも子ども３名、保育者１名で一つのテーブルで
食事をし、食事には磁器製の食器と金属製のスプーンを用
いた。ごはんは主菜、副菜と一緒に底面が平らで側面が垂
直に立ち上がった食器に盛られていた。
　スプーンを持たない手に対して保育者が行なった介助
は、「食器に手を添えさせる」と「食べ物に触れさせない」
の２種類であった。本分析ではこの２つを、スプーンを持
たない手の使用に関して保育者が子どもに期待することみ
なし、特に前者に注目した。
結果と考察　Aは食器に手を添える頻度が低く、保育者が
主導する場合と自分から行なう場合の手の形状が異なった
（表,図１-a,b）。Bは自ら食器に手を添える割合が高く、そ
の際の手の形状が月齢とともに変化した。18か月齢では４
本の指を揃えて全体的に食器に接触させる形状と（図１
-c）、食器を親指と人差し指の付け根で挟み込む形状が見ら
れた。22か月齢では食器に接触させるのは手の平で、指は
食器の内部に向けていた（図１-d）。27か月齢ではスプーン
ですくう向きによって添え方が異なり、手前に向かってす
くう時には親指と人差し指を中心に食器に接触させ、横向
きにすくう時には手前にすくう時より広域を食器に接触さ
せていた。
　Aは保育者の期待に沿わず、食器に手を添えることが少
なかった。手を添えない場合に時折見られたのが、スプー
ンの方向に手を動かすが途中で停止させる様子であった
（図２）。この手の形状は、食器からこぼれそうな食べ物を
押さえる22か月齢８口目と類似しており、食べ物を押さえ
る動きのマイクロスリップと考えられる。Bは観察開始時
には既に食器に自ら手を添えることが多く、保育者の期待
に沿っていたが、食器に接触させる手の形状は月齢ととも
に変化していった。中間回の22か月齢の手の形状は、食器
に手を添えつつ、食べ物を指で押さえやすい特徴がある。
つまり、保育者の期待に応えつつ自分に必要な機能も果た
す手の形状として選択されたものと推測される。27か月齢
ではスプーンですくう向きと食器に添える手の形状に関連
が見られたが、その違いは明瞭とは言えなかった。
　スプーンを持たない手は、食器の固定に加え、スプーン
で食べ物をすくう時に食べ物を押さえる役割も担ってい
た。その形状は、単に保育者に教えられたものの再現では
なく、保育者に期待にされる振る舞いと、子どもが必要と
する機能との兼ね合いから選択されているようであった。
図２　途中停止する手と類似する手の形状
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